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（走行装置）

自動車の走行装置の強度等に関し、保安基準第９条第１項の告示で定める基準第 条11
は、別添２「軽合金製ディスクホィールの技術基準」に定める基準及び次項に掲げる基

準とする。

２ 自動車の走行装置は、堅ろうで、安全な運行を確保できるものでなければならない。

この場合において、次の各号に掲げるものはこの基準に適合しないものとする。

一 ハブボルト、スピンドル・ナット、クリップ・ボルト、ナットに緩み若しくは脱落

があるもの又は割ピンの脱落があるもの

二 ホィール・ベアリングに著しいがた又は損傷があるもの

三 アクスルに損傷があるもの

四 リム又はサイドリングに損傷があるもの

五 サイドリングがリムに確実にはめこまれていないもの

六 車輪に著しい振れがあるもの

七 車輪の回転が円滑でないもの

３ 自動車（大型特殊自動車及び小型特殊自動車を除く ）の空気入ゴムタイヤの強度、。

滑り止めに係る性能等に関し、保安基準第９条第２項の告示で定める基準は、次の各号

に掲げる基準とする。

一 別添３「乗用車用空気入タイヤの技術基準 、別添４「トラック、バス及びトレー」

ラ用空気入タイヤの技術基準」及び別添５「二輪車用空気入タイヤの技術基準」に定

める基準とする。

二 自動車の積車状態における軸重を当該軸重に係る輪数で除した値であるタイヤに加

わる荷重は、当該タイヤの負荷能力以下であること。

４ 大型特殊自動車及び小型特殊自動車の空気入ゴムタイヤの強度に係る性能等に関し、

保安基準第９条第２項の告示で定める基準は、前項第２号に掲げる基準のほか、次の各

号に掲げる基準とする。

一 亀裂、コード層の露出等著しい破損のないものであること。

二 タイヤの空気圧が適正であること。
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